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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第２四半期
連結累計期間

第22期

会計期間
自　2023年１月１日
至　2023年６月30日

自　2022年１月１日
至　2022年12月31日

営業収益 （千円） 1,684,714 3,267,913

経常利益 （千円） 31,827 187,780

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 20,624 112,401

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 31,342 125,799

純資産額 （千円） 1,131,070 1,095,635

総資産額 （千円） 1,976,915 1,904,660

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 8.88 56.87

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

自己資本比率 （％） 57.2 57.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △33,295 242,351

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △53,184 △71,017

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 123,561 192,121

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 997,027 946,075

 

回次
第23期

第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 10.29

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．当社は、第22期第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第22期第２

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、

前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比

較分析は行っておりません。

 

（1）経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間における日本経済は、2023年５月８日の新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴

いより一層行動制限が緩和され、社会経済活動の正常化に向けた動きが進みましたが、引き続き金融市場の変動

による影響や不安定な国際情勢による資源・エネルギー価格の高騰や物価の上昇等、未だ先行き不透明な状況が

続いております。

　このような経済環境のもと、当社グループは持続的な成長を実現するため、国内・海外とも、引き続きWebによ

る面談、コンサルティング等を積極的に取り入れるとともに、AIやIT技術を活用したデジタル接点の強化を図

り、お客様の利便性向上に努めてまいりました。

 

　この結果、当第２四半期連結累計期間における営業収益は1,684,714千円、営業利益は32,417千円、経常利益は

31,827千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は20,624千円となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

①　国内事業

　国内事業においては、当社のビジネスモデルの根幹である事業承継の取り組みが順調に推移し、中部地方初の

出店として2023年５月８日に愛知県に愛知支店を開設いたしました。事業承継の効果として、合流前の保険募集

人が取り扱っていた保険契約を譲り受けたことにより、損害保険の売上が順調に推移いたしました。また、合流

した保険募集人に対する生命保険提案スキルの育成に積極的に取り組み、損害保険のご契約者様に対する生命保

険のクロスセルの強化を図りました。また、合流する保険募集人を「保険代理店支援プラットフォーム」を通じ

て支援する組織体制・運営体制の強化を図るため、人員の増強や保険診断アプリ「ほけチョイス」の開発等のシ

ステム強化に積極的に取り組みました。

　この結果、同事業の当第２四半期連結累計期間における営業収益は1,555,322千円、セグメント損失は2,239千

円となりました。

 

②　海外事業

　米国においては、新規保険獲得件数が増えたことや、既存の法人顧客の売上拡大に伴う保険料の増加、既存の法人

顧客・個人顧客へのクロスセルなどにより、営業収益及び利益が大幅に増加いたしました。今後もローカルマー

ケットの新規開拓に注力いたします。

　この結果、同事業の当第２四半期連結累計期間における営業収益は129,392千円、セグメント利益は34,066千円

となりました。

 

（2）財政状態の状況

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は1,473,734千円となり、前連結会計年度末に比べ59,101千円増

加いたしました。これは主に現金及び預金が50,952千円増加したことによるものであります。

　固定資産は503,180千円となり、前連結会計年度末に比べ13,153千円増加いたしました。これは主に有形固定資

産の増加14,644千円によるものであります。

　この結果、総資産は、1,976,915千円となり、前連結会計年度末に比べ72,255千円増加いたしました。

 

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は564,848千円となり、前連結会計年度末に比べ108,044千円減

少いたしました。これは主に営業未払金が67,640千円減少したことによるものであります。

　固定負債は280,995千円となり、前連結会計年度末に比べ144,864千円増加いたしました。これは主に長期借入

金の増加144,377千円によるものであります。

　この結果、負債合計は、845,844千円となり、前連結会計年度末に比べ36,819千円増加いたしました。
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（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は1,131,070千円となり、前連結会計年度末に比べ35,435千円

増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が20,624千円増加し

たことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は57.2％（前連結会計年度末は57.5％）となりました。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。）は997,027千円となり、

前連結会計年度末に比べて50,952千円増加いたしました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は33,295千円となりました。これは、税金等調整前四半期純利益33,466千円、減

価償却費40,283千円、預り金の増加額18,804千円などによる資金増加から、営業未払金の減少額65,946千円、法

人税等の支払額30,261千円、未払消費税等の減少額28,190千円などによる資金減少があった結果であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は53,184千円となりました。これは、車両の有形固定資産の売却による収入

4,303千円などによる資金増加から、無形固定資産の取得による支出33,110千円、車両等の有形固定資産の取得

による支出21,393千円などによる資金減少があった結果であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は123,561千円となりました。これは、長期借入れによる収入300,000千円、株式

の発行による収入4,121千円などによる資金増加から、長期借入金の返済による支出125,679千円、短期借入金の

返済による支出50,000千円、リース債務の返済による支出4,851千円などによる資金減少があった結果でありま

す。

 

（4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（5）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

（7）研究開発活動

該当事項はありません。

 

（8）経営成績に重要な影響を与える要因

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更

はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約は次のとおりであります。

 

　当該契約は保険代理店委託契約であり、保険募集の媒介を行い、契約締結に至ったものにつき代理店手数料を受け

るというものであります。

①チューリッヒ生命保険株式会社

 

※上記の契約の有効期間は、契約締結から１年間であり、当事者の双方の合意もしくは当事者の一方の申し出に

より解約することができます。当事者から何等の申し出がない場合は更に１年間自動で延長され、以後も同様で

あります。

 

EDINET提出書類

株式会社エージェント・インシュアランス・グループ(E38164)

四半期報告書

 5/18



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,864,000

計 7,864,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,323,000 2,323,000
名古屋証券取引所

メイン市場

１単元の株式数は、

100株であります。

計 2,323,000 2,323,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年４月１日～

2023年６月30日
－ 2,323,000 － 336,364 － 245,848
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（５）【大株主の状況】

  2023年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

住友生命保険相互会社 東京都中央区八重洲二丁目２番１号 881,500 37.95

株式会社ザ・ファーストドア 東京都港区芝四丁目５番８号 415,600 17.89

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区大手町二丁目６番４号 196,000 8.44

宮脇　邦人 東京都渋谷区 83,200 3.58

川野　潤子 千葉県浦安市 66,650 2.87

伊藤　真吾 東京都世田谷区 50,000 2.15

一戸　敏 東京都渋谷区 44,400 1.91

髙橋　真喜子 東京都中野区 35,500 1.53

富野　喜幸 東京都杉並区 35,400 1.52

東京海上日動あんしん生命保険株式

会社
東京都千代田区大手町二丁目６番４号 35,000 1.51

計 － 1,843,250 79.35

（注）株式会社ザ・ファーストドアは、当社代表取締役社長一戸　敏及びその親族が株式を保有する資産管理会社であ

ります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,322,100 23,221 －

単元未満株式 普通株式 900 － －

発行済株式総数  2,323,000 － －

総株主の議決権  － 23,221 －

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式23株を含んでおります。

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。
 
 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第２四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2022年12月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2023年６月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 946,075 997,027

売掛金 410,403 409,971

その他 58,154 66,736

流動資産合計 1,414,633 1,473,734

固定資産   

有形固定資産 52,882 67,527

無形固定資産   

顧客関連資産 205,704 214,203

その他 163,012 142,675

無形固定資産合計 368,716 356,878

投資その他の資産   

繰延税金資産 28,672 37,415

その他 40,255 41,859

貸倒引当金 △500 △500

投資その他の資産合計 68,427 78,774

固定資産合計 490,027 503,180

資産合計 1,904,660 1,976,915

負債の部   

流動負債   

短期借入金 ※ 50,000 －

１年内返済予定の長期借入金 54,542 84,492

営業未払金 374,621 306,981

未払法人税等 39,845 22,609

代理店手数料返金負債 43,158 44,358

その他 110,724 106,407

流動負債合計 672,893 564,848

固定負債   

長期借入金 131,327 275,704

その他 4,804 5,291

固定負債合計 136,131 280,995

負債合計 809,025 845,844

純資産の部   

株主資本   

資本金 334,304 336,364

資本剰余金 243,787 245,848

利益剰余金 500,928 521,552

自己株式 － △28

株主資本合計 1,079,019 1,103,736

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 16,615 27,334

その他の包括利益累計額合計 16,615 27,334

純資産合計 1,095,635 1,131,070

負債純資産合計 1,904,660 1,976,915
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年６月30日）

営業収益 1,684,714

営業費用 ※ 1,652,296

営業利益 32,417

営業外収益  

受取利息 13

その他 56

営業外収益合計 70

営業外費用  

支払利息 626

その他 34

営業外費用合計 661

経常利益 31,827

特別利益  

固定資産売却益 1,950

特別利益合計 1,950

特別損失  

リース解約損 311

特別損失合計 311

税金等調整前四半期純利益 33,466

法人税等 12,842

四半期純利益 20,624

親会社株主に帰属する四半期純利益 20,624
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年６月30日）

四半期純利益 20,624

その他の包括利益  

為替換算調整勘定 10,718

その他の包括利益合計 10,718

四半期包括利益 31,342

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 31,342
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 33,466

減価償却費 40,283

代理店手数料返金負債の増減額（△は減少） 1,100

受取利息及び受取配当金 △13

固定資産売却損益（△は益） △1,950

リース解約損 311

為替差損益（△は益） △2

支払利息 626

売上債権の増減額（△は増加） 8,454

未払消費税等の増減額（△は減少） △28,190

営業未払金の増減額（△は減少） △65,946

未払費用の増減額（△は減少） 5,443

預り金の増減額（△は減少） 18,804

その他 △14,828

小計 △2,440

利息及び配当金の受取額 13

利息の支払額 △635

法人税等の支払額 △30,261

法人税等の還付額 27

営業活動によるキャッシュ・フロー △33,295

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △21,393

有形固定資産の売却による収入 4,303

無形固定資産の取得による支出 △33,110

長期貸付金の回収による収入 411

敷金及び保証金の差入による支出 △3,550

敷金及び保証金の回収による収入 145

その他 10

投資活動によるキャッシュ・フロー △53,184

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000

長期借入れによる収入 300,000

長期借入金の返済による支出 △125,679

株式の発行による収入 4,121

自己株式の取得による支出 △28

リース債務の返済による支出 △4,851

財務活動によるキャッシュ・フロー 123,561

現金及び現金同等物に係る換算差額 13,870

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 50,952

現金及び現金同等物の期首残高 946,075

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 997,027
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて

計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　※　当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。こ

れらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2022年12月31日）

当第２四半期連結会計期間

（2023年６月30日）

当座貸越極度額 200,000千円 200,000千円

借入実行残高 50,000 －

差引額 150,000 200,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　営業費用のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 2023年１月１日
至 2023年６月30日）

給料及び手当 584,482千円

外交員報酬 560,941

退職給付費用 5,183

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日

至　2023年６月30日）

現金及び預金勘定 997,027千円

現金及び現金同等物 997,027

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年６月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

   （単位：千円）

 国内事業 海外事業 合計（注）

営業収益    

保険代理店事業 1,555,322 129,392 1,684,714

顧客との契約から生じる収益 1,555,322 129,392 1,684,714

外部顧客への営業収益 1,555,322 129,392 1,684,714

セグメント間の内部営業収益又は振替高 － － －

計 1,555,322 129,392 1,684,714

セグメント利益又は損失（△） △2,239 34,066 31,827

（注）セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。

 

（金融商品関係）

　長期借入金は、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、四半期連結貸借対照表計上額に

前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められますが、当第２四半期連結貸借対照表計上額と時価との差

額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との差額に重要性が乏しいため、記載を省略しておりま

す。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年６月30日）

１株当たり四半期純利益 ８円88銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 20,624

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
20,624

普通株式の期中平均株式数（株） 2,322,340

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社エージェント・インシュアランス・グループ(E38164)

四半期報告書

15/18



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年８月14日

株式会社エージェント・インシュアランス・グループ

取締役会　御中

 

有限責任　あずさ監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 辰巳　幸久

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中山　卓弥

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エー

ジェント・インシュアランス・グループの2023年１月１日から2023年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計

期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エージェント・インシュアランス・グループ及び連結子会社

の2023年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど
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うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 
   
（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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